









































































































兵衛‥（以下略） 」と干支と人名が記されている。おそらく毘沙門堂で行われる八日講の毎年 頭家が記され、 そこでは般若心経を読誦し、下行米の支給がないので講仲間各人 負担して導師への布施を支払っ
二五二
石清水八幡宮神人家文書にみる連歌師紹巴と細川幽斎
ていた。この毘沙門堂については、十八世紀中頃の石清水八幡宮全図をみると米尾寺内に二間・二間半の瓦葺の堂がある。嘉永元年の「男山考古録」では、 地の字名を「こめのお」と称し、これにちなんで「ベイビジ の寺号とする禅宗寺院であり、境内には毘沙門天像を本尊とする小堂一宇がある いう
（4）。現在地を推定すると、狩尾道を






の間に差し込む白描画十一場面が巻き込まれ る 縁起の写本は神宝所神人や他領の駕輿丁神人家にも伝来し、縁起 めぐり八幡信仰の地域性を知る資料といえる。　「放生会祭列図」は、参道を行く神人祭列と、絹屋殿及び宿院頓宮での諸役の配置図を記す。年紀はないが、本図に書込まれた社家 僧位僧官及び検校在職期 から推定すると、元禄四年（一六九一）から同九年の放生会の図である。　他に石清水八幡宮の境外摂社狩尾社が寛文七年（一六六七） ・宝永




















十一月）三十五冊や昭和十六年～ 八 『歴史写真』三十五冊 教科書などの書籍類が主である。明治二十三年八幡宮で開校された南山城養蚕伝習所 講義録等がある。明治三十 代に綴喜郡八幡の里で組織された月橋社員による冠句集八点がある。　
箱４の「八日十日式文」は、毘沙門堂の八日講の次第や献立、狩尾










での等安連歌があるが、この時期 文書は、橋本家 は伝来しないため等安自身とそれ以前の情報は甚だ少ない そこで石清水八幡宮所蔵文書から橋本家に関わる文書を掲出する。　「天下安居神事記」
（6）には、寿永元年（一一八二）高田蔵人忠国は源


















など多くの寺庵があり、そのなかに橋本寺がある。開基は不明であるが、天文二年（一五三三）橋本氏の一建立で創建され、京都本国寺末の法華宗であった。元和 年（一六一七） は妙泉日珠が住持であった。八幡のほとんどの寺庵は家康領知朱印状によりわずかでも寺領を所持していたが、橋本寺は無年貢地で、朱印地を持たないため、橋本家の支援に拠っ 。神宝所神人落合五郎右衛門利経の屋敷の隣地に所在し、寺号は山崎橋の由来 はなく橋本氏支配によるという。現在西遊寺境内には、題目の名号碑が残る。裏面に元禄三年（ 六九〇）十二月十三日「施主法春・ 悦・長態」 銘がある。十八世紀中頃の景観を描く石清水八幡宮全図にも橋本寺跡と表示され、 「男山考古録」に寛保三年（一七四三）註進記に 本寺跡 という《史料２》
（10）。










その名を記す。狩尾社は、八幡宮遷座以前に男山に鎮座していたが、宇佐より八幡大菩薩遷座の時に当山に移動し、護国寺奥之院と号したという。慶長五年の関ヶ原戦 後、 志水忠宗が安居神事の頭役を勤め、当社大破の様子を家康 内室お亀に伝えた。この亀女・尾張藩祖徳川義直の生母が本願人となり田中秀清によって狩尾社が造営されたとの由緒を記す。奉行・大工・檜皮師に加えて、当村衆中十三名には橋本満介入道等安 ほかに、橋本氏や落合氏の名がある。橋本甚五郎は次に述べる等安とおなじ警固社士で、落合五郎右衛門・落合八郎右衛門は神宝所神人である。落合弥助帰斎・橋本高味は橋本家文書中に登場し、いずれも家康領知朱印状を所持する。狩尾社造営には、これら橋本に居住する石清水の有力神人が関わっていた。　
明治五年 （一八七二） 頃に京都府に提出した 「歴代由緒書」 によると、












































































武家が参り、発句を詠んだ大納言は、前年永禄十二年に参議から権大納言に昇進した将軍足利義昭ではなかろうか。脇句は聖護院門跡道澄である。近衛稙家の子で和歌連歌を好み信長 ・ 秀吉とも親交があった。三句の三条大納言實澄卿は、歌道の家職の三条西家で、後に子が幼少故に細川藤孝に中継ぎの古今伝授を行っている。次の大覚寺宮空法親王義性は、後陽成天皇を兄にもち、和 連歌を好み細川幽斎より古今伝授をうけ後水尾天皇 相伝した智仁親王の兄でもあ さらに山科言継、飛鳥井中将雅敦と続く。不断光院芳渓は、島津貴久に招かれ鹿児島に不断光院を開創、連歌を好む浄土宗 僧侶である。そして最後に藤孝の句が記されている。この法楽連歌は、 戦国武将であり、 古典 ・有職故実・茶道・音曲等の学問芸能に通じた文化人細川藤孝が参席し





箱５の巻子三巻の内、 第一 ・ 第二の巻（箱５―１ ・ ２）は、 上部が靑色、
下部が紫色の内曇の料紙を、上下で断裁した横切紙を貼り継ぎ、見返し表はともに紺紙銀泥で草花 描く。連歌懐紙は、通常 竪紙を横に折った折紙四枚を綴じる。初折りに年月日などの端作と八句 、そ裏に十四句、二枚・三枚目表裏と四枚目（名残）の表も同様に十四句、最後の四枚目裏に八句を記して合わせて百韻となる。末尾に「句上」として作者名と句数が一覧される。橋本家の第一巻は、内曇の切紙五紙（縦一六 ・ 五、第一紙五一 一、第二紙五 ・ 四、第三紙五四 ・ 三、第四紙五三 ・ 九、第 紙 六 ・ 九㎝）に 等安独吟 に 紹巴の花押ある書状で完結している。　
第二巻も同様に内曇の切紙五紙（縦一六 ・ 五、第一紙五三 ・ 五、第二





一、 四五 ・ 九、 二九 ・ 四、 四六 ・ 〇、 四〇 ・ 七、 四三 ・ 二、 四七 ・ 六、 三七 ・ 三、 四六・六、 四六 ・ 五、 四六 ・ 四、 三六 ・ 八、 五 ・ 〇㎝を計り、四十二句・九句・百韻などの六回の試作に紹巴の採点や書状を貼り継いでいる。　
箱３―
107、横半帳（一三 ・ 〇×二〇 ・ 五㎝）の表紙題箋に「高好連歌」









































































別な趣向を凝らさない句で、 趣向の目立つ 「有文」 の対義語として 「無
二五八
石清水八幡宮神人家文書にみる連歌師紹巴と細川幽斎


























































































































































































うか。新善法寺賢心は、清の通字が無いことから、社務家新善法寺家の家系につながるもので なく、家臣であろう。奥村善右衛門尉入道宗白は、石清水八幡宮の神人とすると小禰宜座神人の 氏であろうか。清林庵は、近世には柴座町居住の森川何某が相続し 森川院と改称した浄土宗三十六ケ寺組の内 一石四斗の寺領を持つ。連衆のひとり森川与兵衛 永は、清林庵の檀家の 族か、壇所町周辺に居住する豊かな神人であろう。橘本坊春誉・宮本坊重祐は男山の宿坊の住僧である。公文所宮内卿院興・同法眼院慶は、 「公文所 野家由緒書」
（22）に








































の評点を加え、 まとめたものであった。 指導の回数は、 天正七年には六回、天正八年四回、元亀二年から天正十四年までの十五年間に二十数回に及
ぶ。紹巴の添削の頻度を比較する資料を持たないが、書状に今日の祝儀を喜び、酒樽 試飲を愉しみ、贈答の大根に二十八本と本数までを記して珍味の感想を述べている紹巴がある。物品の贈答によっても心を通わせる親しい間柄と想像できる。 は、 信長、 秀吉やその家臣、 戦国大名、和歌連歌に長じた公家だけ なく、橋本等安のような地侍にも親しく連歌指導を行っていた。身分を越えた幅広い親交によって、連歌 求める交渉や仲介などの政治的な実利に応 ることができたのが、まさしく紹巴であった。また細川幽斎は 貴顕との仲介を惜しまぬ人柄ゆえ 、等安は幽斎の評点を獲得できた。連歌は、 身分や地位 ・ 格式を越えたネットワークの裾野を広げる手段 あっ　
和歌が書物を参考に寝ても覚めても熟考するのに対して、連歌は付句
によって次々に歌 世界が変化する。合戦に打ち出すように臨機応変に素早く対応するのが連歌 り、生き残りの技を磨くため もあった
（25）。
石清水八幡宮の膝下、 橋本という交通の要衝 り、 近世へ 転換期に、個人の教養や趣向だけでなく、身の処し方 見極め、家の存続 かかわる文芸活動である連歌に等安は没頭し、その妙手とし 知られていた。　
橋本家は石清水八幡宮の本頭神人として近世を通して橋本地域の自







































































































24） 永禄十一年「大山崎惣中連署状」 ・慶長六年「大山崎惣中定」 （大山崎町市役場『大山崎町史』史料編、一九八一年）七一一頁・一八七頁。 「城州摂州之内大山崎社領分帳」 （ 『大山崎町歴史資料館館報』 第六号、 一九九九年） 。前掲 （













No 史料番号 年代 西暦 月日 端作等 評点・句上等 対照 発句等 備考
1 箱 3-107 元亀 2 1571 9 月 8 日 両吟 ( 百韻 )
墨付 22 句此内長 3 紹巴判
在、 
貞勝 5・高好 17 此内 3 長
貞勝「かほりきて
菊に分入山路哉」
2 箱 3-107 元亀 4 1573 6 月 12 日 四吟 ( 百韻 )
付墨 23 句此内長 2 紹巴判、 
高好 7 此内長 1・重経 6 此
内長 1・貞勝 5・渕可 5
「月に猶道そふ花
の蓮かな」




4 箱 3-107 天正 7 1579 6 月 19 日 四吟 ( 百韻 )
付墨 23 句紹巴判、 




5 箱 3-107 天正 7 1579 6 月 21 日 五吟 ( 百韻 )
付墨 24 句此内長 3 紹巴判、 
香澄 4・求道 5・貞栄 4・





6 箱 3-107 天正 7 1579 6 月 23 日 両吟 ( 百韻 ) 付墨 23 句此内長 2 紹巴、 高好 11 此内長 2・香澄 12
高好「涼ミよる袖
や木陰の花盛
7 箱 3-107 天正 7 1579 8 月 6 日 両吟 ( 百韻 )
付墨 23 句此内長 2 紹巴判、 




8 箱 3-107 天正 7 1579 11 月 11 日 三吟 ( 百韻 )
付墨 23 句此内長 2 紹巴、 
高好 33/14・香澄 33/6 内





9 箱 3-107 天正 8 1580 6 月 12 日 両吟 ( 百韻 )
付墨 25 句此内長 3 紹巴、 





10 箱 3-107 天正 8 1580 8 月日 三吟 ( 百韻 )
付墨 24 句此内長 2、 




11 箱 3-107 天正 8 1580 8 月日 等安 白紙半丁
12 箱 3-107 ― ― ―
紹巴点、発句・付句、
次第不同   









14 箱 3-107 天正 5 1577 10 月 19 日 ―
付墨 47 句此内長 9、 
東寺遍昭新院貞海 4 此内長
1・新善法寺賢心 6 同長 1・
大和兵部少輔貞栄 6 同長 1・
橋本満介高好 8 同長 2・奥
村禅右衛門尉入道宗白 2・
橘本坊春誉 4・新与兵衛付
尚則 3 同長 1・森川 与衛清
永 1・宮本坊重祐 4 同長 1・
永椿庵宗栄 3 同長 1・イロ












No 史料番号 年代 西暦 月日 端作等 評点・句上等 対照 発句等 備考








16 箱 3-107 天正 5 1577 １１月 ― 白紙 1 丁
17 箱 3-107 天正 8 1580 8 月
「藤孝朱点、 
紹巴付墨」　 
両吟 ( 百韻 )
付墨 20 句此内長 2 紹巴、 





18 箱 3-107 天正 11 1583 卯月 三吟 ( 百韻 )
付墨 26 句、 





写 ( Ｆ ) あ
り




20 箱 3-107 天正 14 1586 2 月 10 日 於山崎関善右衛門興行 ( 百韻 )
付墨 20 句、 

























等安 ( 独吟 )( 百韻 )
玄旨付墨 31 句内長 1、 
紹巴付墨 25 句此内長 2 No30
等安「三吉野の花
やい夏に峯の雪」








24 箱 5-2 天正 7 1579 11 月 11 日 高好　( 四吟 )( 百韻 )
付墨 23 句此内長 2、 
高好 33/14、香澄 33/6 内







































(6 月 22 日 ) 等安　( 独吟 )( 百韻 )
付墨 31 句之内長 1、 
朱筆「付墨 25 句此内長 2」、 
奥書「此百韻墨点事書奥書
玄旨真筆也、同朱点者紹巴





紹巴書状 B 紹巴書状 A















































































































































































































































































































































































































































































































   梯の半は雲に見えかくれ
　　
すこし入日のさしはつる け
　　
青柴をほしも侘たる門の前
　　
行かひあらぬ野へのか 原
　　
さをしかの伏とは爰にかしこにて
　　
田面の稲葉色になる比
　　
朝な〳 露〵やふかくも成そらし
　　
なみた身にしむきぬ〳 の〵道
　　
月に猶うき俤はしたひ て
　　
おもひあかせるよる〳 の〵床
　　
遠さかる都恋しき船の内
　　
しらへそへた 四のを
の
文集之心を思はれ候哉
こゑ
　　
鶯のなるゝ やとりの花さかり
　　
たか園ならし匂ふ梅か枝
　
名
 雪はま 所〳
誰〵我家の物とみるらんなとの面影たかひて珍重候
にきえのこり
　　
狩場の小野のはるか る道
　　
しはしたゝ 馬草かひぬ 袖見えて
二七四
石清水八幡宮神人家文書にみる連歌師紹巴と細川幽斎
　　
かすかになりぬ吹笛のこゑ
　　
下待もよそにうつ て行暮に
　　
せきかねにたるおもひくるしも
　　
物のけのうつし心にいつならん
　　
おこたるまなき法のおこなひ
　　
さし入もしつかなりける山寺に
　　
荻の葉わけの月そ澄たる
　　
うす霧のひま〳 し〵ろき秋の霜
　
　　
きり〳 〵 鳴かけの草かき
　　
暮てより夜なかさ侘る独ねに
　　
ならす扇をかたみ る袖
　
ウ
 舞姫のかさしの花は打しほれ
　　
空に胡蝶のみたれてそとふ
　　
朝日影かすめは風 音絶
　　
雨になり
たみたれてとふと候間
　少風ふかせ度候如何
る水上の山
　　
引のほる船の綱手て
○ の
とり〳 に〵
　　
おろしを
き上にのほる二句嫌候歟
たる網のかす〳 〵
　　
奥ふかき真木の
戸
玉すたれには高浪とるへからす候口の玉簾
　
出
入
戸一へ
袖の
たちつゝ
くきゝかね候あはれ可在候歟
家
　　　 　　 　　　
但愚意ニハ珍候
　　　
付墨丗一句之
　 　 　
内長一
　　　　　
付墨廿五句
　 　　　　
此内長二
此百韻
　
墨点事書奥書
　　　　　　
玄旨真筆也
　　
同朱点者紹巴写也
　　 　　　　　　　　　
不伯斎
　　 　　
等安
　　
慶長三年十一月廿五日
（二〇一九年九月三十日受理）
（たけなか
　
ゆりよ
　
文学部歴史学科
　
特任講師）
二七五
